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減損損失の計上及び 2023年12月期連結業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2023年12月期連結決算において、のれん等の減損損失を計上いたしました。これにより、2023年２月14日

公表の2023年12月期連結会計年度（2023年１月１日～2023年12月31日）の連結業績予想値と、本日公表の決算短信に

おける実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 減損損失の計上及び内容について 

2023年２月14日に公表の通期業績予想には含まれないのれん等の減損損失6,875百万円を認識し、2023年12

月期第４四半期（2023年10月１日～2023年12月31日）に計上しました。 

 

当社グループでは、のれん等に関して毎四半期の会計期間に減損判定テストを実施しています。この度、減

損判定テストを実施した結果、国内技術系セグメント・国内製造系セグメント・海外製造系及びサービス系セ

グメントにおいて、2023年２月14日に公表の通期業績予想には含まれないのれん及び固定資産、顧客関連資産

の減損損失の合計6,875百万円を新たに認識しました。なお、各セグメントの減損損失額はそれぞれ、192百万

円、2,714百万円、3,969百万円となります。 

 

２． 2023年12月期連結業績予想数値と実績値との差異 

（１） 連結業績予想数値と実績値との差異 

（2023年１月１日～2023年12月31日） 

 売 上 収 益 営 業 利 益 
税 引 前 

当 期 利 益 
当 期 利 益 

親会社の所有者 

に 帰 属 す る 

当 期 利 益 

基 本 的 

１ 株 あ た り 

当 期 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 

(2023年２月14日発表) 
770,000 30,500 27,500 18,500 18,000 141.17 

今回実績値（Ｂ） 749,608 16,476 13,607 4,997 5,162 40.97 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲20,392 ▲14,024 ▲13,893 ▲13,503 ▲12,838  

増減率（ ％ ） ▲2.6 ▲46.0 ▲50.5 ▲73.0 ▲71.3  

( ご 参 考 ） 前 期 実 績 

( 2 0 2 2 年 1 2 月 期 ) 
690,430 22,750 17,793 10,607 10,654 84.61 

（注）企業結合に係る暫定的な会計処理の確定に伴い、2022年12月期の連結財務諸表を遡及修正しております。 
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（２） 差異が生じた理由 

2023年12月期の連結業績につきましては、2023年２月14日公表の業績予想に対し、売上収益は過去最

高を更新したものの、業績予想値を下回る結果となりました。また、営業利益以下の各利益において

は、主にのれん等の減損損失等の影響により、業績予想値を大きく下回りました。 

売上収益につきましては、旺盛なエンジニアニーズや輸送用機器関係の生産回復などを背景に、過去

最高を更新しましたが、人材獲得競争の激化や長引く半導体を含む電気機器関係の生産停滞、国内の米

軍施設向け事業における資材調達の遅れなどの影響により、業績予想を下回りました。また、営業利

益、税引前当期利益、当期利益、親会社の所有者に帰属する当期利益につきましては、のれん等の減損

損失を9,051百万円計上したこと及び、雇用調整助成金の調査費用等の影響により、業績予想を下回る

結果となりました。また、のれんの減損損失は税金計算には加味されないため、税引前当期利益以下の

各利益を押し下げる影響を及ぼしました。 

 

以 上 


